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論文題目 『贈呈屏風の研究』 
 
審査要旨 
 
屏風はわが国でとくに発達し、愛用されてきた調度品であるが、そこに描かれた絵も長
い歴史の中でおびただしい数に昇り、美術史的にも日本の大画面絵画を育み、支えてきた
重要な場であったといえる。これまで屏風（絵）に関する研究は多々見られるが、その大
半は画面そのものに関心が注がれ、現存作品の製作者や画題、画風問題を扱った論考によ
って占められるといっても過言でない。 
そうした中で本論文は、屏風ないしは屏風絵というものを単に絵画作品としてでなく、
もっと視野の広い見地から考察し、多面的に理解するのを志している点に注目される。す
なわち古く平安時代より、屏風が日本の特産品として異国に輸出、贈呈され、外交的な役
割を担ってきたことに着目して、その歴史的実情を文献資料をもとに丹念に検討する。換
言すれば、贈呈屏風の実態、内容を解き明かすことによって、屏風のもつ意義、特性の一
画を新たに明示したものといえる。 
 
論文の構成は６章からなり、各内容を以下に検討、要約する。 
 
（１）「屏風公伝」 
まず、７世紀後半に新羅から貢ぎ物としてわが国にもたらされた屏風が、後に日本の代
表的美術工芸品として異国において高い評価を獲得しえた理由について考察を試みる。そ
の第一は、紙の蝶番の考察により１扇ごとの「縁どり」という本来の古い形式を改め、６
扇（１隻）全体をひと続きにする大画面を実現させたこと。そして第二に金碧を多用した
華美な絵で画面を飾るという、日本独自の豊かな装飾性が喜ばれた点をあげている。わが
国における屏風愛好の歴史の中で生み出されたこのような工夫が、屏風を海外へ向けて逆
輸出させる結果を招いたことは興味深い。 
 
（２）「贈り物にされた屏風」 
こうした贈呈屏風は一体どのようなもので、また誰によって描かれたか。本章では桃山
時代、織田信長からイエスズ会の巡察使ヴァリアーノに送られ、のちに遣欧使節がローマ
法皇に贈呈した「安土城図屏風」を例に、その内容、画者などの問題について当時の資料
を駆使して検討に及ぶ。そして一つは当代一の画家、狩野永徳描くところの上杉本「洛中
洛外図」（米沢市・上杉博物館）や同じく狩野派の画家による「聚楽第図」（三井文庫）に
近いものとの推論を導き出した。それは安土の市（まち）の繁栄ぶりや金色燦然たる天守
の有様をもって、信長の権力の偉大さが誇示されていたことであろう。それらを贈った背
景には、信長自信の強い自己顕示欲のあったことを理由に挙げ、同時にヨーロッパにおけ
る日本屏風愛好の高まりのあったことを指摘している。 
 
（３）「明の皇帝への贈り物」、（４）「金屏風三双」 
しかし日本屏風の愛好熱はむしろ近隣の中国や朝鮮の方が古く、室町時代の足利将軍家
との贈呈関係が重視されねばならない。１４世紀後半、中国では明が建国、日本では南北
朝が合一され、やがて両国相互の利益を鑑み国交回復がはかられる。義満は勘合貿易を開
始し、これを契機に以後１５０年間に１７次の勘合船が派遣されたが、貢物には日本特産
の扇や屏風が含まれた。稿者はこれらの内容に触れ、『別幅』（進貢品の明細書）に記載さ
れる「金屏風」「貼金屏風」は金箔を貼った金屏風を指し、またそれらの画題は今日いうと
ころの「四季花鳥図」に相当するものであったと推定している。その画面は狩野元信筆と
称する「四季花鳥図屏風」（白鶴美術館）のそれを想わせるような金地に鮮やかな彩色が映
発する華麗な作風の図であったろうとする。 
その後、勘合船が一時中断された期間にも、明は琉球を媒介として日本の工芸品や屏風
を求め続けたことを示唆し、明の金屏風に対する熱望ぶりを指摘している。 
 
（５）「善隣友好外交の中で」 
この章では、もう一つの善隣国朝鮮（李朝）との外交上に見られる屏風の授受について
検討が試みられる。朝鮮国王への屏風贈呈は、１５世紀半ごろに始まり、以後（毎回１双
と数は少ないが）慣例化した。その内容は基本的には明の皇帝に対する進貢と同じく金屏
風が主体で、画題もやはり花鳥図が中心であったと類推できる。ただ問題は金屏風の「金」
の質に違いのあることを説き、検討に及ぶ。 
すなわち『善隣国宝記』に記される明への進貢屏風は「貼金屏風」であったが、朝鮮へ
は「装金屏風」と用語の使い分けが見られ、また受け取った側（朝鮮）の『李朝実録』に
も「塗金」「金粧」「装金」「貼金」などと記されている。確かにこれらは金泥や金粉を塗布
したものを指し、金箔を貼った「貼金屏風」とは明らかに異なる。無論、指摘の如く「貼
金」の方が輝光性が強く豪華で、上等品であったとみるべきだろう。そして稿者はその量
質の違いを、日本からみた明・朝両国の国際的地位の差と理解し、外交的問題に絡めて考
察を展開させている。 
江戸時代に入ってからは、徳川家康が文禄・慶長の役で失われた日朝両国の友好外交の
回復を願い、来日使節団「通信使」の招待が始められる。朝鮮通信使は江戸時代を通じて
１２回に及んだが、ここでも先方の国王への贈呈品として、屏風が重視されている。最終
回の１０双を除き、あとはすべて２０双ずつという数字をみても、いかに屏風が喜ばれ待
望されたかがうかがえる。 
その内容はやはり極彩色、金雲に金砂子、金泥引きなどの金屏風が主体であったが、画
題も花鳥図のほか、武者絵や名所絵、風俗画など多種に及び、またすべて日本的なものが
選ばれている点が挙げられる。筆者については狩野派、住吉派など、幕府の御用絵師、表
絵師に限られ、また彼らにとって贈朝屏風の製作は最も重要な仕事で、組織を挙げてこれ
にあたったことを説いている。 
 
（６）「波濤を越えて」 
本章では幕末期における欧米への贈呈屏風が取り上げられる。幕府が諸国の貴紳たちへ
贈ったもので、ここでも屏風が外交上の大きな期待を担っていたことを物語る。それらの
製作にはやはり幕府御用絵師の狩野・住吉派があたり、オランダ・イギリス・フランス、
そしてアメリカなどに大洋を越えてもたらされたことが説かれる。 
 
屏風は実用に供される調度品であるため、損傷を受けやすく、夥しい製作の記録に比し
て伝存作品の数はきわめて少ない。ましてや海外に贈呈された限られた屏風が今日なお無
事に保管されているとは期待し難く、その存在確認が未だ果たせないのはむしろ当然とい
うべきであろう。屏風研究の困難さはそこにあるといえる。 
本論文はこれらの難点を克服すべく、多量の文献資料を博捜、駆使して、失われた屏風
の歴史の実態を掘り起こし、解明、再現しようと試みている点に、まず大きな意義がある。
そして絵画作品としての屏風絵という、単に美術史的な視点のみでなく、贈呈屏風という
テーマを設定することによって、日本の屏風が海外でも享受され、国際親善的役割をも果
たしてきたという、外交史的、文化史的な新たな側面を導き出した点も特筆されてよい。
その上で金屏風の形式や絵の製作者といった、美術史問題に立ち返りその究明に努めると
いう、多角的な考察を展開させている点に、本論文の独自性、画期性があると思われる。 
 
以上の内容を総合的に検討した結果、本審査委員会として、本論文は博士（文学）の学
位に価するものと判定する。 
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